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1. 2023年3月期第3四半期の業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 4,099 12.0 348 12.6 442 17.7 518 95.9

2022年3月期第3四半期 3,661 7.6 309 4.5 376 24.9 264 27.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 654.06 ―

2022年3月期第3四半期 327.31 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 17,141 15,113 88.2

2022年3月期 17,009 15,014 88.3

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 15,113百万円 2022年3月期 15,014百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 120.00 ― 140.00 260.00

2023年3月期 ― 120.00 ―

2023年3月期（予想） 160.00 280.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,700 16.2 480 40.7 570 38.1 600 113.0 757.09

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適

用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 893,000 株 2022年3月期 893,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 100,497 株 2022年3月期 100,497 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 792,503 株 2022年3月期3Q 808,263 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………………………… 2

２．四半期財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期損益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 4

第３四半期累計期間 ……………………………………………………………………………………………… 4

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………… 5

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 5

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 5

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………………………… 5

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 5

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 5

○添付資料の目次

- 1 -

　　　　　　日本デコラックス㈱（7950）
2023年３月期　第３四半期決算短信（非連結）



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症（以下、感染症）の影響が長期化する

状況のもと、行動制限の解除やワクチンの普及により経済活動が徐々に正常化に向かっている一方で、ロシアによ

るウクライナ侵攻長期化の影響による資源エネルギー価格・原材料価格の高止まりや、歴史的な円安の進行などに

より、依然として先行き不透明な状態が続いております。

　このような状況の下、当社のセグメント別の業績は、以下の通りとなりました。

＜建築材料事業＞

　化粧板製品のうち高圧メラミン化粧板は、感染症の影響による在宅勤務の普及や物件減少によりオフィス家具向

け、トイレブース市場向けの需要が減少したものの、新規顧客との取引増加、店舗市場が一部回復基調となったこ

と、及び原材料等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁したことにより、売上が増加しました。

　不燃メラミン化粧板は、資材高騰による買い控え及び住宅リフォーム市場の工事件数減少により販売が減少した

ものの、新規顧客との取引増加、原材料等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁したことにより、売上が増加しまし

た。

　その結果、化粧板製品の売上高は2,536百万円（前年同四半期比112.4％）となりました。

　電子部品業界向け製品は、自動車の半導体不足や部品調達の遅れにより電装化の需要が減少したものの、５Ｇ

（第５世代移動通信システム）や産業機器向け等のプリント基板用フェノール積層板が堅調であったこと、原材料

等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁したことにより、売上が増加しました。

　その結果、電子部品業界向け製品の売上高は654百万円（前年同四半期比121.3％）となりました。

　ケミカルアンカー製品は、容器をフォイルパック化することで廃棄物を85％以上削減できる、エポキシ樹脂を採

用した環境配慮型カートリッジ製品「ケミチューブ　ＧＬ430」の販売を開始いたしました。また、土木関連工事

への販売が減少したものの、建築関連工事での販売が増加したこと、原材料等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁

したことにより、売上が増加しました。

　その結果、ケミカルアンカー製品の売上高は583百万円（前年同四半期比105.7％）となりました。

　これらの結果、その他の売上高も合わせて、建築材料事業セグメントの売上高は3,814百万円（前年同四半期比

112.6％）となりました。

＜不動産事業＞

　不動産事業は、堅調に推移しました。

　その結果、不動産事業セグメントの売上高は285百万円（前年同四半期比104.8％）となりました。

　全社の業績といたしましては、売上高は4,099百万円（前年同四半期比112.0％）、営業利益は348百万円（前年

同四半期比112.6％）、経常利益は442百万円（前年同四半期比117.7％）となりました。また、当社が保有する投

資有価証券の一部売却による投資有価証券売却益306百万円を特別利益に計上したことにより、四半期純利益は518

百万円（前年同四半期比195.9％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて131百万円増加の17,141百万円となりまし

た。これは主に、有価証券と投資有価証券が減少したものの、現金及び預金、電子記録債権、商品及び製品、原材

料及び貯蔵品が増加したこと等によるものです。負債は前事業年度末に比べて32百万円増加の2,028百万円となり

ました。これは主に、その他の流動負債及びその他の固定負債が減少したものの、未払法人税等が増加したこと等

によるものです。また、純資産は前事業年度末に比べて98百万円増加の15,113百万円となりました。これは主に、

配当金を206百万円支払ったことと、その他有価証券評価差額金が213百万円減少したものの、四半期純利益を518

百万円計上したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年10月28日の「2023年３月期 第２四半期決算短信（非連結）」で公表いたしました通期の業績予想に変更

はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,033,124 4,665,416

受取手形及び売掛金 908,239 1,053,054

電子記録債権 649,038 903,580

有価証券 897,640 552,985

商品及び製品 286,243 447,022

仕掛品 52,505 54,771

原材料及び貯蔵品 369,930 596,960

その他 80,988 46,091

流動資産合計 7,277,710 8,319,882

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,516,948 2,414,354

土地 5,084,469 5,084,469

その他（純額） 592,413 555,354

有形固定資産合計 8,193,831 8,054,178

無形固定資産 31,289 44,642

投資その他の資産

投資有価証券 1,195,491 427,573

その他 311,446 295,311

投資その他の資産合計 1,506,938 722,884

固定資産合計 9,732,058 8,821,705

資産合計 17,009,769 17,141,587

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 291,328 327,722

電子記録債務 589,207 614,079

未払法人税等 21,036 204,361

引当金 49,170 25,495

その他 360,135 250,041

流動負債合計 1,310,877 1,421,701

固定負債

役員退職慰労引当金 367,812 378,484

その他 316,545 227,907

固定負債合計 684,358 606,391

負債合計 1,995,235 2,028,093

純資産の部

株主資本

資本金 2,515,383 2,515,383

資本剰余金 2,305,533 2,305,533

利益剰余金 10,392,807 10,705,101

自己株式 △482,886 △482,886

株主資本合計 14,730,836 15,043,130

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 283,697 70,363

評価・換算差額等合計 283,697 70,363

純資産合計 15,014,533 15,113,494

負債純資産合計 17,009,769 17,141,587

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 3,661,094 4,099,953

売上原価 2,276,253 2,654,900

売上総利益 1,384,840 1,445,053

販売費及び一般管理費 1,075,366 1,096,696

営業利益 309,473 348,356

営業外収益

受取利息 6,186 3,147

受取配当金 32,672 29,953

為替差益 4,955 55,988

保険返戻金 20,247 －

その他 3,658 5,411

営業外収益合計 67,720 94,500

営業外費用

支払利息 1 1

保険解約損 744 －

その他 201 －

営業外費用合計 948 1

経常利益 376,245 442,855

特別利益

投資有価証券売却益 2,257 306,198

特別利益合計 2,257 306,198

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 378,503 749,053

法人税等 113,947 230,708

四半期純利益 264,555 518,345

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下、「時価

算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。なお、これによる四半期財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の会計上の見積りに与える影響）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大の会計上の見積りに与える影

響）に記載した新型コロナウイルス感染症の仮定について重要な変更はありません。
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